策定作業部会の進捗状況―報告（Ｈ．１８－１１－２１）
班長会会長  増田行治

第４回班長会中心に（第４回班長会会議事録作成途次のものから抜粋）

―前回班討議の結果の報告　それぞれの班長から、班討議の内容について、どういうことが論点で話されたか、また班討議の進め方の意見を中心に報告

・１班（大窪）　目的は条例をつくることだ。つくり終わったあともある。疑問をもっている人もいる。

意義を認めてやるべきだろう、先を見てやっていきたい。原潜問題など政治の話にはどのように対処したらいいか。　　皆さんの意見を聞きたい。　

・２班（吉田）　踏み込んだ意見や、いろいろな見方の意見が出た。議事録は、趣旨の正確性を求める。

班討議の当日提出された資料の取扱い  意見集約のなかで該当項目に仕分けする

　・３班（幸道）　市民がどう行政に参画していくか。行政の事業に対してＰＤＣＡの各段階でどうかかわるか。財務の問題を取り上げて欲しい。次回のテーマや論点について残り１０分程度話し合うのがよい。　

　・４班（児島）　市民と市との関係について協議を深めることが出来た。市民の声がどこまで届いているか疑問。市と市民の間に壁がある。市長と職員が議論し認識を一致させる事が大事。自治基本条例に関心のない市民もいるので、いかに制定することが大切かを知ってもらう工夫が必要。財政問題などもっと市民が分かりやすいように情報を説明。要は情報公開と伝達法を考慮し、市長と市民が深く論議しあう協議の場をひろめ市民の声を吸収する努力が必要。ようやく議論の開始ができたが、まだ充分には議論できていない。

　・５班（郡司）　１人１～２．５分で３回づつ話せた。直接条例に結びつく話や生活体験の話など。鎌倉らしさを守ってきたが、問題が多発している。開かれた市政とはなんなのか。この会議では、わからない言葉が氾濫しているので、カタカナはやめ、誰でもわかる言葉で論議しよう。提案として出す場合には、合意の確立が必要。

　・６班（小泉）　討議までにはいかなかった。市民がどこまでかかわるかについて。行政の仕組みがわからない。権限委譲、市長の補助機関、長と行政のシステムとしての仕組みの理解が必要。

【総括】　　①　班討議は、時間が取れて議論になった。基礎的な知識情報が欠けている中でどう議論していくか。財政・財務や公共などの問題があり別途学習も必要。　

②策定作業部会の冒頭でやる予定の前回討議のまとめ報告は、班長会での各班長からの報告が記録された班長会会議概要に記されているのでこれを読んでもらうことで省略する。

※【問題提起】　　

班別討議の記録については、事務局はテープ録音していないので、各事務局職員の主観のフィルターがかかった速記の要約になっている。この解決のために、ポストイットに各自が記載し発言要旨を書くことで、記録を残したらどうか。書いた人の記録がそのまま残り、すれ違いが防げる。

確認事項　

· 記録を正しくするために、班別討議の議事録はこれまであまり直していないので、発言の正確性をもたせるために、多少の違いであっても次の班討議に出して修正する。

· 現段階はブレインストーミング的に相互に意見が多く出るよう触発しながらの検討段階なので厳密に発言どおりのものになっていなくてもいい。

· ポストイットについては、次のステップでの議論では必要かもしれない。取り入れたい班は試みてもよい。一律にやれる段階になったら一律にやる。

· 今後も現行どおり、事務局作成の会議の概要を配布することでいい。

―ミニ学習会、学習会

・今後３０分ほど策定作業部会冒頭でミニ学習会を開く。これをやることで従来の各テーマのイントロ、資料準備は省略する。

・次回１１月３０日、小泉氏に【市民、行政、議会】テーマで講師をお願いする

・以降テーマについても学習Ｇと相談しながら内容、講師の選定をすすめる

―中間まとめ

・策定作業部会当初３回で検討した「自治基本条例はなぜ必要か」のまとめを１２月末目処として作業する

・担当：４人、大窪、木戸、児島、吉田

―策定作業のまとめ作業計画づくり

・１期策定作業のまとめかた中心に１２月中旬を目処として作業する

・担当：７人、大嶋、大窪、木戸、幸道、平倉、増田、吉田

―その他

· 今後資料には案であれば「案」など資料の性格を明示、作成日付、作成者名を記す
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